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は
　
し

カミ

き

　
私
は
先
に
律
令
学
を
専
攻
す
る
国
学
院
大
学
の
同
学
諸
兄
姉
と
共
に
、
「
律
条
拾
零
」
と
題
す
る
律
逸
文
の
研
究
を
『
国
学
院
大
学
目

本
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
三
〇
輯
に
公
表
し
、
ま
た
、
「
律
条
拾
穂
」
と
題
す
る
私
個
人
の
逸
文
の
研
究
を
『
国
学
院
法
学
』
の
前
号
に

掲
載
し
た
。
本
稿
は
そ
れ
ら
の
続
篇
と
も
い
う
べ
ぎ
も
の
で
あ
る
。
我
々
の
律
逸
文
に
関
す
る
研
究
の
動
向
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
す
で

に
前
二
稿
の
序
文
で
明
か
に
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
繰
返
さ
な
い
こ
と
と
す
る
。
本
稿
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
前
二
稿
と
共
に
大
方
の
御

叱
正
を
仰
ぎ
た
い
と
思
う
。
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一
　
逸
文
の
摺
撫

　
①
　
名
例
律
以
鍼
入
罪
条

　
国
史
大
系
『
律
』
所
収
の
「
律
逸
文
」
（
九
七
頁
。
以
下
、
「
律
逸
文
」
と
略
称
す
る
。
）
に
よ
れ
ば
、
名
例
律
以
賊
入
罪
条
（
条
文
名
も
大
系

本
『
律
』
に
よ
る
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
次
の
如
く
復
原
さ
れ
て
い
る
。

　
　
凡
補
以
鍼
入
罪
。
正
賦
見
在
者
。
還
官
主
。
已
費
用
者
。
死
及
配
流
勿
徴
。
〔
転
易
得
他
物
。
及
蜘
騨
令
〕
生
産
蕃
息
。
皆
為
見
在
。
駐
蛯
糖
鵠
測
囎
。

　
　
略
○
驚
譲
余
皆
徴
之
。
盗
者
倍
備
。
若
計
庸
賃
為
賊
者
。
亦
勿
徴
。
齢
唐
（
以
下
略
）

　
本
条
に
つ
い
て
は
、
最
近
、
川
北
靖
之
氏
に
よ
っ
て
も
復
原
が
為
さ
れ
て
い
る
が
（
「
律
逸
補
遺
」
『
皇
学
館
論
叢
』
第
五
巻
第
二
号
）
、
ま
だ

右
文
中
の
「
盗
者
倍
備
」
な
る
本
注
は
復
原
さ
れ
て
い
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
名
例
律
彼
此
倶
罪
条
の
疏
文
（
大
系
本
『
律
』
二
四
頁
）
に
は
、

　
　
仮
有
。
乙
盗
甲
物
。
景
転
盗
之
。
彼
此
各
有
倍
舷
。
依
法
。
並
応
還
主
。
甲
既
取
乙
倍
備
。
不
合
更
得
景
賊
。

と
あ
り
、
さ
ら
に
政
事
要
略
所
引
の
厩
庫
律
験
畜
産
不
以
実
条
の
疏
文
（
大
系
本
『
律
』
コ
ニ
頁
）
に
は
、

　
　
若
因
此
増
減
之
舷
。
将
入
己
者
。
計
罪
亦
同
以
盗
。
伍
徴
倍
賊
。

と
あ
っ
て
、
右
の
二
史
料
に
は
、
盗
罪
に
関
し
て
、
「
倍
備
」
、
「
倍
賊
」
が
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
見
え
て
い
る
。
ま
た
、
政
事
要
略

所
引
の
名
例
律
二
罪
以
上
倶
発
条
の
本
文
（
大
系
本
『
律
』
一
〇
三
頁
）
に
は
、

　
　
其
応
除
免
倍
賊
（
中
略
）
各
尽
本
法
。

と
あ
っ
て
、
こ
の
疏
文
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
が
、
今
唐
律
に
よ
っ
て
、
こ
の
疏
文
を
み
る
に
、

　
　
拠
柾
法
合
除
名
。
不
柾
法
合
免
官
。
盗
者
倍
備
。
柾
法
不
柾
法
。
受
所
監
臨
及
坐
賊
等
。
並
没
官
。
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と
あ
っ
て
、
こ
の
唐
律
疏
の
「
盗
者
倍
備
」
は
、
前
掲
二
罪
以
上
倶
発
条
の
本
文
の
「
倍
賊
」
を
う
け
る
こ
と
明
白
で
あ
る
。

　
以
上
か
ら
、
名
例
律
以
触
入
罪
条
の
注
文
「
盗
者
倍
備
」
は
復
原
可
能
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
「
盗
者
倍
備
」
な
る
注
文
が
復
原
出
来
る

と
す
れ
ば
、
そ
の
上
に
つ
づ
く
「
余
皆
徴
之
」
な
る
本
文
も
ま
た
、
意
を
以
っ
て
補
う
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
・

　
左
に
復
原
案
を
示
す
。

　
　
凡
（
補
）
以
賊
入
罪
。
正
賊
見
在
者
。
還
官
主
。
（
中
略
）
（
政
事
要
略
）
余
皆
徴
之
。
（
唐
律
）
盗
者
倍
備
。
（
拠
名
例
律
彼
此
倶
罪
条
疏
、
以
意
補
）

　
の
　
名
例
律
同
司
犯
公
坐
条

　
「
律
逸
文
」
（
一
〇
〇
、
一
〇
一
頁
）
に
よ
れ
ば
、
名
例
律
同
司
犯
公
坐
条
は
、
次
の
如
く
復
原
さ
れ
て
い
る
。

　
　
凡
補
同
司
犯
公
坐
者
。
長
官
為
一
等
。
次
官
為
一
等
。
判
官
為
一
等
。
主
典
為
一
等
。
各
以
所
由
為
首
仁
○
穂
斌
鞍
籍
（
中
略
）
若
同
職
有

　
　
私
。
連
坐
之
官
不
知
情
者
。
以
失
論
。
即
余
官
及
上
官
案
省
不
覚
者
。
各
逓
減
一
等
。
下
官
不
覚
者
。
又
逓
減
一
等
。
亦
各
以
所
由

　
　
為
首
。
減
。
謂
。
首
減
首
。
従
減
従
。
検
勾
之
官
。
同
下
従
之
罪
。
応
奏
之
事
。
有
失
勘
読
。
及
省
審
之
官
。
不
駁
正
者
。
減
下
従
一
等
。

　
　
若
辞
状
隠
伏
。
無
以
験
知
者
勿
論
。
齢
唐

　
と
こ
ろ
で
、
名
例
律
一
人
兼
有
議
請
減
条
を
み
る
と
、
そ
の
本
文
、
「
故
失
減
」
の
疏
（
大
系
本
『
律
』
九
頁
）
に
は
、

　
　
謂
。
判
官
故
出
人
罪
。
放
而
還
獲
。
減
一
等
。
次
官
不
知
情
。
以
失
論
。
失
出
減
判
官
之
罪
五
等
。
（
以
下
略
）

と
あ
っ
て
、
右
の
文
中
の
「
次
官
不
知
情
。
以
失
論
。
」
は
、
前
掲
名
例
律
同
司
犯
公
坐
条
の
本
文
に
み
え
る
「
連
坐
之
官
。
不
知
情
。

以
失
論
。
」
に
拠
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
「
連
坐
之
官
」
を
「
次
官
」
と
い
う
特
別
な
場
合
に
例
を
と
っ
て
説
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
名
例
律
一
人
兼
有
議
請
減
条
の
疏
文
か
ら
、
名
例
律
同
司
犯
公
坐
条
の
「
連
坐
之
官
。
不
知
情
。
以
失
論
。
」
な
る

本
文
を
、
意
を
以
っ
て
補
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。

　
次
に
、
前
掲
同
司
犯
公
坐
条
の
文
中
、
唐
律
を
以
っ
て
補
わ
れ
て
い
る
「
検
勾
之
官
。
同
下
従
之
罪
。
」
が
間
題
と
な
ろ
う
。
右
の
「
検
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勾
之
官
」
と
は
、
そ
の
疏
文
に
、

　
　
検
者
、
謂
発
辰
検
稽
失
。
諸
司
録
事
之
類
。
勾
者
。
署
名
勾
訪
。
録
事
参
軍
之
類
。

と
あ
っ
て
、
四
等
官
に
よ
る
文
書
の
稽
失
を
検
挙
す
る
監
督
官
で
あ
る
。
中
田
薫
博
士
に
よ
れ
ぽ
、
我
が
養
老
の
官
制
で
は
、
唐
の
勾
検

官
に
相
当
す
る
独
立
の
官
員
を
設
置
せ
ず
、
そ
の
職
掌
は
原
則
と
し
て
各
司
の
判
官
と
主
典
と
に
分
配
し
、
判
官
を
し
て
判
事
と
糾
正
と

の
外
に
、
別
に
勾
稽
失
、
す
な
わ
ち
勾
の
職
を
兼
担
せ
し
め
、
さ
ら
に
主
典
を
し
て
勘
造
文
案
の
外
に
、
受
事
発
辰
に
相
当
す
る
受
事
上

紗
と
検
稽
失
、
す
な
わ
ち
検
の
職
と
を
分
担
せ
し
め
た
と
さ
れ
る
（
「
養
老
令
官
制
の
研
究
」
『
法
制
史
論
集
』
第
三
巻
上
の
六
〇
九
、
六
一
〇
頁
）
。

右
の
中
田
博
士
の
見
解
に
従
う
な
ら
ば
、
前
掲
唐
名
例
律
の
「
検
勾
之
官
。
同
下
従
之
罪
。
」
は
、
当
然
、
我
が
養
老
律
に
お
い
て
は
、
削

除
さ
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。

　
右
の
推
論
を
傍
証
す
る
史
料
と
し
て
、
さ
ら
に
当
条
文
の
次
に
み
え
る
名
例
律
公
事
失
錯
条
が
あ
る
。
今
、
唐
名
例
律
公
事
失
錯
条
を

掲
げ
る
な
ら
ば
、
左
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
諸
公
事
失
錯
。
自
覚
挙
者
。
原
其
罪
。

　
　
　
疏
議
日
。
（
以
下
略
）

　
　
応
連
坐
者
一
人
自
覚
挙
。
余
人
亦
原
之
。

　
　
　
疏
議
日
。
応
連
坐
者
。
長
官
以
下
。
主
典
以
上
。
及
検
勾
官
在
案
同
判
署
者
。
一
人
覚
挙
。
余
並
得
原
。
其
検
勾
之
官
。
挙
稽
及

事
渉
私
者
、
曹
司
依
法
得
罪
。
唯
是
公
坐
。
情
無
私
曲
。

其
断
罪
失
錯
已
行
決
者
。
不
用
此
律
。

　
疏
議
日
。
（
以
下
略
）

其
官
文
書
稽
程
応
連
坐
者
。

一
人
自
覚
挙
。
余
人
亦
原
之
。

検
勾
之
官
錐
挙
。
彼
此
並
無
罪
責
。

主
典
不
免
。
若
主
典
自
覚
挙
。
並
減
二
等
。



疏
議
日
。
（
以
下
略
）

問
日
。

罪
。

公
坐
相
連
。
節
級
得
罪
。
一
人
覚
挙
。
余
亦
原
之
。
稽
案
既
是
公
罪
。
勾
官
亦
合
連
坐
。
勾
検
之
官
挙
詑
。
余
官
何
故
得

　
　
　
答
日
。
公
坐
失
錯
。
事
可
追
改
。
　
一
人
覚
挙
。
余
亦
原
之
。
至
於
行
事
稽
留
。
不
同
失
錯
之
例
。
勾
官
糾
出
。
故
不
免

　
　
　
稗
。

　
右
の
唐
名
例
律
公
事
失
錯
条
に
相
当
す
る
我
が
養
老
律
は
、
す
で
に
『
律
逸
』
に
よ
っ
て
、
政
事
要
略
の
文
か
ら
復
原
さ
れ
て
い
る
。

今
、
「
律
逸
文
」
（
一
〇
一
頁
）
に
よ
っ
て
、
こ
の
個
所
を
唐
律
疏
と
比
較
し
て
み
る
と
、
政
事
要
略
所
引
の
養
老
律
疏
に
は
、
筆
写
の
際
に

誤
ま
っ
て
脱
落
し
た
と
思
わ
れ
る
部
分
が
若
干
あ
る
が
、
そ
れ
を
除
け
ぽ
、
大
略
唐
律
疏
と
同
文
で
あ
る
。
し
か
し
、
前
掲
唐
律
疏
に
傍

線
を
付
し
た
部
分
、
す
な
わ
ち
勾
検
官
に
関
す
る
個
所
だ
け
は
、
日
本
律
に
み
え
な
い
。
こ
れ
は
、
政
事
要
略
が
名
例
律
本
条
を
引
用
し

た
際
に
、
省
略
し
た
も
の
で
は
な
く
、
元
来
目
本
律
に
こ
の
個
所
が
存
在
し
な
か
っ
た
故
で
あ
ろ
う
。
以
上
か
ら
、
養
老
名
例
律
同
司
犯

公
坐
条
に
は
、
唐
律
に
み
え
る
「
検
勾
之
官
。
同
下
従
之
罪
。
」
は
、
存
在
し
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
左
に
復
原
案
を
示
す
。

　
　
凡
（
補
）
同
司
犯
公
坐
者
。
長
官
為
一
等
。
次
官
為
一
等
。
判
官
為
一
等
。
主
典
為
一
等
。
各
以
所
由
為
首
（
三
代
実
録
仁
和
元
年
条
）
（
中
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略
）
若
同
司
有
私
。
連
坐
之
官
不
知
情
者
。
以
失
論
Q
（
拠
名
例
律
一
人
兼
有
議
請
減
条
疏
、
以
意
補
）

⑥
　
名
例
律
二
罪
以
上
倶
発
条

「
律
逸
文
」
（
一
〇
二
頁
）
に
よ
れ
ば
、
名
例
律
二
罪
以
上
倶
発
条
は
、
次
の
如
く
復
原
さ
れ
て
い
る
。

　
凡
補
二
罪
以
上
倶
発
。
以
重
者
論
。
葡
期
顯
（
中
略
）
〔
即
以
鍼
致
罪
。
頻
犯
者
。
並
累
科
。
講
栖
筈
若
罪
法
不
等
者
。
鄭
以
重
舷
併
満

　
　
　
　
　
　
　
㈹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
画

　
軽
鍼
。
各
倍
論
。
累
。
謂
。
止
累
見
発
之
絨
。
倍
。
謂
。
二
尺
為
一
尺
。
不
等
。
謂
。
以
強
盗
柾
法
等
賦
。
併
従
窃
盗
。
受
所
監
臨
之
類
。
（
中
略
）
其
〔
一
事
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◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
　
分
為
二
罪
。
動
轍
事
〕
罪
法
若
等
。
則
累
論
。
〔
罪
法
馴
等
。
即
以
劃
法
併
満
軽
法
。
蜘
轍
事
〕
罪
法
等
者
。
謂
。
若
貿
易
官
物
。
計
其
等
。
准
盗
論
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
恥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

　
　
計
所
利
。
以
盗
論
之
類
敦
（
中
略
）
累
併
不
加
重
者
。
止
従
重
。
〔
其
応
除
免
倍
舷
動
轍
事
〕
備
償
罪
止
者
。
律
○
唐
〔
各
尽
本
法
。
略
○
微
礁
要
〕

　
こ
の
条
文
の
復
原
に
関
し
て
は
、
次
に
掲
げ
る
養
老
律
疏
が
参
考
と
な
ろ
う
。

ω
謂
。
以
威
若
力
強
乞
取
者
。
其
因
得
餉
送
而
更
強
乞
取
。
既
是
一
事
分
為
二
罪
。
以
重
法
併
満
軽
法
。
若
是
頻
犯
。
及
二
人
以
上
之

　
　
物
。
循
合
累
併
倍
論
。
（
職
制
律
監
臨
官
受
所
監
臨
財
物
条
疏
、
大
系
本
『
律
』
五
〇
頁
）

　
（
謂
）

＠
・
率
人
敏
物
。
或
以
身
率
人
。
以
取
財
物
蹟
遺
人
者
。
錐
不
入
己
。
併
倍
以
受
所
監
臨
財
物
論
。
（
職
制
律
率
敏
監
臨
財
物
饒
遺
条
疏
。

　
　
大
系
本
『
律
』
五
二
、
五
三
頁
）

　
の
謂
。
或
有
因
官
人
之
威
。
挾
侍
形
勢
。
及
郷
間
首
望
豪
右
之
人
乞
索
財
物
者
。
皆
累
倍
所
乞
之
財
。
（
職
制
律
因
官
挾
勢
乞
索
条
疏
、
大

　
　
系
本
『
律
』
五
三
頁
）

　
⇔
謂
。
其
有
於
一
家
頻
盗
及
一
時
而
盗
数
家
者
。
並
累
而
倍
論
。
倍
。
謂
。
二
尺
為
一
尺
。
若
有
一
処
賊
多
。
累
倍
不
加
重
者
。
止
従

　
　
一
重
而
断
。
其
倍
舷
依
例
惣
徴
。
（
賊
盗
律
窃
盗
条
疏
、
大
系
本
『
律
』
七
〇
頁
）

　
㈲
謂
。
以
私
物
直
布
一
端
。
貿
易
官
物
直
布
四
端
。
即
一
端
是
等
。
合
准
盗
論
。
杖
六
十
。
三
端
是
利
。
以
盗
論
。
合
杖
八
十
。
有
倍

　
　
賊
。
応
累
併
者
。
皆
将
以
盗
累
於
准
盗
加
罪
之
類
。
除
免
倍
賊
。
各
尽
本
法
。
（
賊
盗
律
貿
易
条
疏
、
大
系
本
『
律
』
七
三
頁
）

　
右
に
列
挙
し
た
律
疏
ω
＠
⑲
ω
か
ら
、
前
掲
名
例
律
二
罪
以
上
倶
発
条
の
傍
線
㈲
の
「
倍
論
」
を
復
原
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
ま

た
、
◎
か
ら
傍
線
⑧
の
「
倍
。
謂
二
尺
為
一
尺
」
と
い
う
注
文
を
復
原
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
さ
ら
に
、
㈲
か
ら
傍
線
⑨
の
「
罪
法
若

等
。
則
累
論
」
と
、
傍
線
⑯
の
「
罪
法
等
者
。
謂
。
若
貿
易
官
物
。
計
其
等
。
准
盗
論
。
計
所
利
。
以
盗
論
之
類
。
」
と
い
う
注
文
と
を

意
を
以
っ
て
復
原
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
な
お
、
す
で
に
政
事
要
略
か
ら
そ
の
逸
文
が
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
↑り
か
ら
◎
③
を
、
⑭
か

ら
⑨
を
、
ま
た
㈲
か
ら
㈲
①
を
復
原
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。



左
に
復
原
案
を
示
す
。

　
凡
（
補
）
二
罪
以
上
倶
発
。
以
重
者
論
。
（
考
課
令
集
解
）
（
中
略
）
若
罪
法
不
等
者
。
即
以
重
賊
併
満
軽
賊
。
各
（
唐
律
）
倍
論
。
（
賊
盗
律
窃

　
盗
条
疏
等
）
、
累
。
謂
。
止
累
見
発
之
腰
。
（
唐
律
）
倍
。
謂
。
二
尺
為
一
尺
。
（
賊
盗
律
窃
盗
条
疏
）
（
中
略
）
罪
法
若
等
。
則
累
論
。
（
拠
賊
盗
律
貿
易
条
疏
、
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以
意
補
）
（
中
略
）
罪
法
等
者
。
謂
。
若
貿
易
官
物
。
計
其
等
。
准
盗
論
。
計
所
利
。
以
盗
論
之
類
。
（
拠
賊
盗
律
貿
易
条
疏
、
以
意
補
）

㈲
　
闘
訟
律
殴
制
使
等
条

「
律
逸
文
」
（
一
三
五
頁
）
に
よ
れ
ば
、
闘
訟
律
殴
制
使
等
条
は
、
次
の
如
く
復
原
さ
れ
て
い
る
。

　
　
囚
〔
殴
葡
簸
轡
制
使
。
本
属
府
主
。
刺
史
。
県
令
。
及
吏
卒
殴
勧
唐
〔
本
部
五
位
以
上
瓠
轍
醐
官
長
。
徒
二
年
半
。
且
○
懲
傷
者
。
流

　
　
二
千
里
。
折
傷
者
絞
。
観
唐
（
以
下
略
）

　
そ
の
後
、
利
光
三
津
夫
博
士
（
『
律
の
研
究
』
一
八
二
頁
）
、
お
よ
び
筆
者
（
「
律
条
拾
零
」
『
国
学
院
大
学
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
三
〇
輯
）
に

よ
っ
て
、
さ
ら
に
右
の
復
原
が
補
訂
さ
れ
た
。
し
か
し
、
ま
だ
前
掲
文
中
の
「
吏
卒
」
は
復
原
さ
れ
て
い
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
賊
盗
律
謀
殺
詔
使
条
（
大
系
本
『
律
』
五
七
頁
）
に
は
、

　
　
凡
謀
殺
詔
使
。
若
本
主
本
国
守
。
及
吏
卒
謀
殺
本
部
五
位
以
上
官
長
者
。
徒
三
年
。
官
戸
奴
碑
与
吏
卒
同
。
余
条
准
此
。
（
以
下
略
）

と
あ
り
、
そ
の
疏
文
（
同
上
五
七
頁
）
に
は
、

　
　
謂
。
官
戸
奴
埠
等
。
殴
署
本
司
五
位
以
上
官
長
。
当
条
無
罪
名
。
並
与
吏
卒
同
。

と
あ
る
。
右
疏
文
中
の
「
当
条
」
は
、
闘
訟
律
殴
制
使
等
条
等
を
さ
す
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
前
記
「
吏
卒
」
は
復
原
可
能
で
あ
ろ
う
。

　
左
に
復
原
案
を
示
す
。

　
　
凡
（
補
）
殴
（
儀
制
令
集
解
）
制
使
。
本
属
府
主
。
（
唐
律
）
本
国
守
。
（
式
目
抄
）
及
（
唐
律
）
吏
卒
（
賊
盗
律
謀
殺
詔
使
条
疏
）
本
部
五
位
以
上
（
儀

　
　
制
令
集
解
）
官
長
。
徒
二
年
半
。
（
式
目
抄
）
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㈲
　
詐
偽
律
対
詔
詐
不
以
実
条

　
「
律
逸
文
」
（
一
五
〇
頁
）
に
よ
れ
ば
、
詐
偽
律
対
詔
詐
不
以
実
条
は
、
次
の
如
く
復
原
さ
れ
て
い
る
。

　
　
凡
補
〔
対
詔
。
及
且
○
撚
〕
奏
事
。
上
書
。
詐
不
以
実
者
。
徒
二
年
。
㏄
酷
轄
帷
腰
抄
非
密
而
妄
言
有
密
測
鰯
令
者
。
加
一
等
。
対
制
。
謂
。
親

　
　
見
被
問
。
（
中
略
）
詐
。
謂
。
知
而
隠
欺
。
及
有
所
求
避
之
類
。
脚
唐
（
以
下
略
）

　
と
こ
ろ
で
、
名
例
律
官
当
条
の
疏
文
（
大
系
本
『
律
』
一
一
頁
）
に
は
、

　
　
対
詔
詐
不
以
実
者
。
対
詔
錐
縁
公
事
。
方
便
不
吐
実
情
。
心
挾
隠
欺
。

と
あ
っ
て
、
右
文
中
の
「
心
挾
隠
欺
」
に
拠
り
、
前
掲
詐
偽
律
対
詔
詐
不
以
実
条
の
注
文
、
「
詐
。
謂
。
知
而
隠
欺
」
　
の
「
隠
欺
」
は
、

意
を
以
っ
て
補
う
こ
と
が
許
さ
れ
よ
う
。
ま
た
、
唐
律
本
条
の
疏
に
、

　
　
詐
。
謂
。
知
而
隠
。
欺
。
謂
。
知
事
不
実
。
故
為
隠
欺
。

と
あ
る
が
、
こ
の
疏
文
も
亦
、
恐
ら
く
日
本
律
疏
に
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
・

　
左
に
復
原
案
を
示
す
。

　
　
凡
（
補
）
対
詔
。
及
（
式
目
抄
）
奏
事
。
上
書
。
詐
不
以
実
者
。
徒
二
年
。
（
法
曹
至
要
抄
、
金
玉
掌
中
抄
）
（
中
略
）
詐
。
謂
。
知
而
（
唐
律
）
剰

　
　
（
拠
名
例
律
官
当
条
疏
、
以
意
補
）
及
有
所
求
避
之
類
。
（
唐
律
）

　
⑥
　
捕
亡
律
将
吏
受
使
追
捕
条

　
「
律
逸
文
」
（
一
六
七
頁
）
に
よ
れ
ば
、
捕
亡
律
将
吏
受
使
追
捕
条
は
、
次
の
如
く
復
原
さ
れ
て
い
る
。

　
　
囚
罪
人
逃
亡
。
将
吏
已
受
使
追
捕
。
翻
鰍
令
而
不
行
及
逗
留
。
謂
。
故
方
便
之
者
。
難
行
与
亡
者
相
遇
。
人
佼
足
敵
。
不
闘
而
退
者
。
各

　
　
減
罪
人
罪
一
等
。
（
中
略
）
律
○
唐
已
経
奏
決
者
。
不
在
追
減
之
例
。
麹
濾
酪
輝
齢
期
醸
鱗
確
転
ゼ
粥
加
雛
余
条
追
減
準
此
。
律
○
唐

　
右
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
注
文
、
「
已
経
奏
決
者
。
不
在
追
減
之
例
。
」
は
、
す
で
に
『
律
逸
』
に
よ
っ
て
、
賊
盗
律
部
内
在
盗
条
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か
ら
拾
わ
れ
て
い
る
。
今
、
賊
盗
律
同
条
の
疏
文
（
大
系
本
『
律
』
八
○
頁
）
を
み
る
に
、

　
　
謂
。
升
日
限
外
能
捕
獲
者
。
難
結
正
詑
。
伽
得
減
之
。
若
已
経
奏
決
者
。
依
捕
亡
律
。
不
在
追
減
之
例
。

と
あ
っ
て
、
確
か
に
右
の
賊
盗
律
疏
の
「
已
経
奏
決
者
。
不
在
追
減
之
例
。
」
は
、
捕
亡
律
将
吏
受
使
追
捕
条
の
本
注
を
準
用
し
た
も
の

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
唐
捕
亡
律
本
条
に
存
す
る
「
余
条
追
減
準
此
」
と
い
う
注
文
は
、
養
老
捕
亡
律
に
も
あ
っ
た
と
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
Q

　
左
に
復
原
案
を
示
す
。

　
　
凡
（
補
）
罪
人
逃
亡
。
（
唐
律
）
将
吏
（
獄
令
義
解
）
已
（
唐
律
）
受
使
追
捕
（
獄
令
義
解
）
（
中
略
）
已
経
奏
決
者
。
不
在
追
減
之
例
。
余
条
追
減
准
此
。
（
賊

　
　
盗
律
部
内
条
）

　
①
　
捕
亡
律
流
徒
囚
役
限
内
亡
条

　
「
律
逸
文
」
（
一
六
九
頁
）
に
よ
れ
ば
、
捕
亡
律
流
徒
囚
役
限
内
亡
条
は
、
次
の
如
く
復
原
さ
れ
て
い
る
。

　
　
囲
〔
流
徒
囚
。
役
限
内
而
亡
者
。
割
轡
犯
流
徒
応
配
。
及
移
郷
人
未
到
配
所
。
而
亡
者
亦
同
卸
唐
〔
一
日
答
舟
。
三
目
加
一
等
。
過
杖
一
百
。

　
　
五
日
加
一
等
。
齢
話
〕
（
以
下
略
）

　
右
復
原
文
中
の
「
一
日
答
升
」
が
「
一
日
答
滑
」
の
誤
写
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
前
記
「
律
条
拾
零
」
に
お
い
て
論
証
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
政
事
要
略
所
引
の
名
例
律
自
首
条
の
疏
文
（
大
系
本
『
律
』
九
九
頁
）
に
は
、

　
　
盗
罪
事
発
。
逃
走
已
経
数
目
。
而
復
陳
首
。
犯
盗
已
発
。
錐
首
不
原
。
逃
走
之
罪
・
減
二
等
。

と
あ
り
、
こ
れ
に
相
当
す
る
唐
律
疏
は
、

　
　
仮
有
盗
罪
合
徒
。
事
発
逃
走
。
已
経
数
日
。
（
以
下
、
日
本
律
疏
に
同
じ
）

と
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
す
る
所
の
内
容
は
、
ほ
と
ん
ど
日
本
律
疏
と
変
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
徒
罪
に
当
る
べ
き
盗
罪
を
犯
し
た
者
が
、
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そ
の
罪
が
発
覚
し
て
か
ら
逃
走
し
、
数
日
を
経
て
か
ら
自
首
し
て
来
た
場
合
は
、
盗
罪
を
犯
し
た
こ
と
が
す
で
に
発
覚
し
た
の
で
あ
る
か

ら
、
自
首
し
て
も
盗
罪
は
免
刑
せ
ず
、
た
だ
逃
走
の
罪
の
み
を
二
等
減
ず
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
こ
の
逃
走
の
罪
と
は
、
唐
捕

亡
律
流
徒
囚
役
限
内
亡
条
の
注
文
、
す
な
わ
ち
、
「
犯
流
徒
応
配
。
及
移
郷
人
未
到
配
所
。
而
亡
者
亦
同
。
」
が
適
用
さ
れ
て
、
流
徒
囚
役

限
内
亡
罪
と
同
罪
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
養
老
名
例
律
自
首
条
の
疏
に
、
唐
律
疏
と
ほ
ぼ
同
文
が
存
す
る
か
ら
に
は
、

養
老
捕
亡
律
流
徒
囚
役
限
内
亡
条
に
お
い
て
も
、
唐
律
と
ほ
ぼ
同
文
の
本
注
、
す
な
わ
ち
「
犯
流
徒
応
配
。
而
亡
者
亦
同
。
」
が
あ
っ
た

と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
左
に
復
原
案
を
示
す
。

　
　
凡
（
補
）
流
徒
囚
。
役
限
内
而
亡
者
。
　
（
西
宮
記
）
犯
流
徒
応
配
。
（
拠
名
例
律
自
首
条
疏
、
以
意
補
）
及
移
郷
人
未
到
配
所
。
（
唐
律
）
而
亡
者
亦
同
。
（
拠
名

　
　
例
律
自
首
条
疏
、
以
意
補
）
一
日
答
滑
。
三
日
加
一
等
。
過
杖
一
百
。
五
日
加
一
等
。
（
西
宮
記
）
（
以
下
略
）

二
　
条
文
の
存
否

　
ω
　
衛
禁
律
齎
禁
物
私
度
関
条

　
現
存
せ
る
養
老
衛
禁
律
の
後
半
の
部
分
に
お
い
て
は
、
唐
律
に
み
え
る
犯
廟
社
禁
苑
罪
名
条
、
齎
禁
物
私
度
関
条
、
越
度
縁
辺
関
塞
条

の
三
ケ
条
は
存
在
し
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
我
が
養
老
律
編
纂
者
が
唐
律
を
継
受
せ
る
際
に
意
識
的
に
こ
れ
ら
の
条
文
を
削
除
し
た
も

の
か
、
あ
る
い
は
転
写
の
過
程
に
お
い
て
脱
落
し
た
も
の
か
未
だ
結
論
を
得
る
に
至
っ
て
い
な
い
。

　
右
の
問
題
に
つ
い
て
新
見
解
を
出
さ
れ
た
の
が
滝
川
政
次
郎
博
士
で
あ
る
。
滝
川
博
士
は
「
衛
禁
律
後
半
の
脱
落
条
文
」
（
『
律
令
格
式
の

研
究
』
一
四
一
頁
以
下
）
な
る
論
考
に
お
い
て
、

　
　
現
存
す
る
養
老
衛
禁
律
の
前
半
は
闘
け
て
い
る
が
、
そ
の
後
半
は
完
全
に
存
在
し
、
そ
の
残
存
部
分
に
は
欠
け
る
と
こ
ろ
が
な
い
と
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考
え
て
い
る
の
が
、
一
般
の
常
識
で
あ
る
。
し
か
し
私
の
観
る
と
こ
ろ
、
こ
の
残
存
部
分
に
も
闘
落
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
（
一
四
一

　
　
頁
）
。

と
さ
れ
、
右
三
ケ
条
の
内
容
を
具
に
検
討
し
て
、
そ
れ
が
日
唐
国
情
の
相
違
に
よ
っ
て
、
削
除
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
を
考
察
さ

れ
た
。
そ
の
結
果
、
結
論
と
し
て
、

　
　
唐
衛
禁
律
に
あ
っ
て
現
存
せ
る
我
が
衛
禁
律
に
そ
の
相
当
条
文
の
見
え
な
い
三
条
の
条
文
の
中
、
犯
廟
社
禁
苑
罪
名
条
は
、
我
が
律

　
　
に
削
除
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
明
確
で
あ
り
、
鷲
禁
物
私
度
関
条
は
、
そ
の
相
当
条
文
が
我
が
律
に
存
し
た
か
存
し
な
か
っ
た
か
は

　
　
未
詳
で
あ
り
、
越
度
縁
辺
関
塞
条
は
、
我
が
律
に
そ
の
相
当
条
文
が
存
在
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
条
文
は
、

　
　
彼
我
国
情
の
相
違
に
よ
っ
て
そ
の
内
容
の
違
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ボ
外
国
貿
易
の
制
度
に
関
す
る
罰
則
を
定
め
た
も
の
で
あ

　
　
る
点
に
お
い
て
は
変
り
が
な
い
。
又
そ
の
条
文
は
、
類
聚
三
代
格
の
中
に
逸
文
を
留
め
て
い
る
だ
け
で
、
そ
の
全
条
を
眺
め
る
こ
と

　
　
が
で
き
な
い
か
ら
、
そ
の
内
容
が
ど
ん
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、
関
市
令
の
条
文
や
玄
蕃
寮
式
の
条
文
に
よ
っ
て
推
察
し
得
る
に
過

　
　
ぎ
な
い
が
、
そ
れ
が
存
在
し
た
こ
と
は
、
疑
い
を
さ
し
は
さ
む
余
地
が
な
い
。
故
に
現
存
の
衛
禁
律
の
後
半
に
は
、
少
な
く
と
も
一

　
　
条
以
上
の
脱
落
が
あ
る
と
断
定
し
て
よ
い
と
思
う
。
我
が
養
老
律
の
編
纂
者
が
、
齎
禁
物
私
度
関
条
と
越
度
縁
辺
関
塞
条
と
を
打
っ

　
　
て
一
丸
と
し
て
一
条
を
置
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
現
存
衛
禁
律
の
脱
落
は
、
或
い
は
一
条
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
（
一
五

　
　
八
、
一
五
九
頁
）
。

と
い
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
博
士
は
第
一
の
犯
廟
社
禁
苑
罪
名
条
は
、
我
が
律
で
は
明
確
に
削
除
さ
れ
、
第
三
の
越
度
縁
辺
関
塞
条

は
、
そ
の
相
当
条
文
が
我
が
律
に
明
白
に
存
在
す
る
と
さ
れ
な
が
ら
も
、
第
二
の
齎
禁
物
私
度
関
条
は
未
だ
存
在
す
る
か
し
な
い
か
未
詳

で
あ
る
と
さ
れ
て
、
そ
の
結
論
を
留
保
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
こ
で
は
博
士
が
結
論
を
留
保
さ
れ
た
第
二
の
条
文
に
つ
い
て
若

干
考
察
し
た
い
。
今
、
唐
衛
禁
律
齎
禁
物
私
度
関
条
を
左
に
掲
げ
よ
う
。
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諸
齎
禁
物
私
度
関
者
。
坐
賦
論
。
賊
軽
者
従
私
造
私
有
法
。

　
　
　
疏
議
日
。
（
以
下
略
）

　
　
若
私
家
之
物
。
禁
約
不
合
度
関
而
私
度
者
。
減
三
等
。

　
　
　
疏
議
日
。
（
中
略
）
其
私
家
不
応
有
。
錐
未
度
関
亦
没
官
。
私
家
応
有
之
物
。
禁
約
不
合
度
関
以
下
。
過
所
関
司
捉
獲
者
。
其
物
没

　
　
　
官
。
若
已
度
関
及
越
度
被
人
糺
獲
。
三
分
其
物
。
二
分
賞
捉
人
。
一
分
入
官
。

　
と
こ
ろ
で
、
唐
闘
訟
律
教
令
人
告
事
条
を
み
る
と
、
そ
れ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
諸
教
令
人
。
告
事
虚
応
反
坐
。
得
実
応
賞
者
。
皆
以
告
者
為
首
。
教
令
為
従
。

　
　
　
疏
議
日
。
教
令
人
告
事
。
虚
応
反
坐
。
謂
護
告
人
者
。
各
反
坐
。
得
実
応
賞
。
謂
告
齎
禁
物
度
関
。
及
博
戯
盗
賊
之
類
。
令
有
賞

　
　
　
文
。
或
告
反
逆
。
臨
時
有
加
賞
者
。
皆
以
告
者
為
首
。
教
令
者
為
従
。
（
以
下
略
）

　
し
か
る
に
、
こ
れ
に
相
当
す
る
養
老
闘
訟
律
同
条
を
み
る
に
、
本
文
は
前
掲
唐
律
と
同
文
で
あ
る
が
、
そ
の
疏
文
（
大
系
本
『
律
』
一
四

六
頁
）
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
唐
律
）

　
　
得
実
応
賞
者
。
謂
。
告
博
戯
盗
賊
之
類
。
令
有
賞
文
。
或
告
反
逆
臨
時
有
加
賞
者
。
皆
以
告
者
為
首
。
教
令
者
為
従
。
（
以
下
略
）

と
あ
っ
て
、
前
掲
唐
律
疏
に
存
す
る
「
齎
禁
物
度
関
」
の
文
が
み
え
な
い
。
右
の
養
老
闘
訟
律
の
逸
文
は
、
政
事
要
略
所
引
の
も
の
で
あ

る
が
、
こ
の
条
項
の
個
所
は
、
か
な
り
正
確
に
律
を
引
用
し
て
お
り
、
唐
律
疏
に
み
え
る
五
字
を
誤
っ
て
脱
落
し
た
も
の
と
は
思
え
な

い
。
然
り
と
す
れ
ぽ
、
我
が
養
老
衛
禁
律
に
は
元
来
、
唐
衛
禁
律
齎
禁
物
私
度
関
条
に
相
当
す
る
条
文
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
考
え
ざ
る

を
得
な
い
。
そ
の
場
合
、
次
に
唐
衛
禁
律
本
条
に
相
当
す
る
文
が
全
文
存
在
し
な
か
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
そ
の
一
部
が
他
の
条
文
に
付

与
さ
れ
て
存
在
し
た
の
か
が
問
題
と
な
ろ
う
。
前
掲
唐
闘
訟
律
疏
に
齎
禁
物
私
度
関
条
が
引
か
れ
て
い
る
の
は
、
人
を
教
令
し
て
告
言
せ

し
め
、
そ
の
告
言
が
実
で
あ
っ
た
故
に
、
賞
が
得
ら
れ
る
場
合
、
そ
の
賞
の
分
配
法
を
教
令
者
と
告
者
と
で
如
何
に
す
る
か
を
定
め
た
も
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の
で
あ
り
、
そ
の
例
と
し
て
齎
禁
物
私
度
関
条
が
引
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
唐
闘
訟
律
に
引
用
さ
れ
た
「
齎
禁
物
度
関
」

は
、
前
掲
唐
衛
禁
律
疏
の
「
私
家
応
有
之
物
」
以
下
に
規
定
さ
れ
た
「
捉
人
」
（
「
糺
獲
人
」
）
と
「
官
」
と
の
間
の
分
配
法
と
関
係
す
る
も

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
養
老
闘
訟
律
に
衛
禁
律
本
条
が
引
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
唐
律
本
条
の
後
半
の
部
分
、
す
な
わ
ち
「
若

私
家
之
物
。
禁
約
不
合
度
関
而
私
度
者
。
減
三
等
。
」
に
相
当
す
る
文
が
我
が
律
に
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

唐
律
本
条
の
前
半
の
部
分
、
す
な
わ
ち
「
諸
齎
禁
物
私
度
関
者
。
坐
賊
論
云
々
」
に
相
当
す
る
文
に
つ
い
て
は
、
そ
の
存
否
は
不
詳
で
あ

る
が
、
こ
の
文
も
ま
た
、
我
が
律
に
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
以
上
、
考
証
せ
る
と
こ
ろ
、
お
よ
び
す
で
に
滝
川
博
士
が
こ
の
唐
衛
禁
律
の
相
当
条
文
が
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
史
料
と

し
て
提
示
さ
れ
た
延
暦
六
年
正
月
廿
一
日
の
太
政
官
符
（
類
聚
三
代
格
、
巻
＋
九
。
滝
川
博
士
前
掲
書
一
四
六
頁
）
に
よ
り
、
唐
衛
禁
律
齎
禁
物

私
度
関
条
に
相
当
す
る
全
条
文
は
、
養
老
律
に
は
元
来
存
在
し
な
か
っ
た
と
推
断
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

　
の
　
檀
興
律
大
集
校
閲
条

　
次
に
掲
げ
る
唐
檀
興
律
大
集
校
閲
条
に
相
当
す
る
日
本
律
は
、
ま
だ
そ
の
断
片
す
ら
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　
諸
大
集
校
閲
。
而
違
期
不
到
者
。
杖
一
百
。
三
日
加
一
等
。
主
帥
犯
者
。
加
二
等
。
即
差
発
従
行
而
違
期
者
。
各
減
一
等
。

　
と
こ
ろ
で
、
職
制
律
祭
祀
朝
会
侍
衛
条
の
疏
文
（
大
系
本
『
律
』
三
七
頁
）
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
頒
）

　
　
謂
。
祭
祀
以
下
及
余
事
合
集
之
人
。
而
主
司
不
散
告
令
集
者
。
罪
在
主
司
。
告
而
不
至
。
独
坐
不
至
之
者
。
故
云
各
答
五
十
。

と
あ
っ
て
、
こ
の
養
老
職
制
律
疏
に
相
当
す
る
唐
律
疏
も
、
右
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。
右
の
律
疏
中
の
「
余
事
」
と
は
何
を
さ
す
か
と
い

え
ば
、
前
掲
唐
檀
興
律
に
あ
る
「
大
集
校
閲
」
が
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
前
掲
唐
大
集
校
閲
条

の
疏
文
の
末
尾
に
、

　
　
若
所
司
不
告
者
。
罪
在
所
司
。
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と
あ
っ
て
、
前
掲
職
制
律
疏
と
ほ
ぼ
同
じ
文
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
大
集
校
閲
を
頒
告
し
な
か
っ
た
所
司
の
罪
は
、
前
掲
職

制
律
疏
に
よ
っ
て
、
唐
に
あ
っ
て
は
、
答
五
十
の
罪
が
科
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
養
老
職
制
律
疏
の
「
余
事
」
か
ら
直
ち
に
我
が
檀
興
律

に
唐
の
大
集
校
閲
条
に
相
当
す
る
条
文
が
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
一
応
そ
の
存
在
の
可
能
性
を
探
る
こ
と
は
出
来
よ

う
o

　
③
　
闘
訟
律
妻
殴
夫
条

　
「
律
逸
文
」
（
一
三
八
頁
）
に
よ
れ
ぱ
、
闘
訟
律
妻
殴
夫
条
は
、
次
の
如
く
復
原
さ
れ
て
い
る
。

　
　
凡
補
殴
夫
。
杖
一
百
。
動
糎
若
殴
傷
重
者
。
加
凡
闘
傷
三
等
。
須
夫
告
乃
坐
。
死
者
斬
。
律
○
唐
妾
犯
加
一
等
。
動
擁
加
者
。
加
入
於
死
。
過

　
　
失
殺
傷
者
。
各
減
二
等
。
（
以
下
略
）
卸
唐

　
と
こ
ろ
で
、
名
例
律
瞭
条
（
大
系
本
『
律
』
七
、
八
頁
）
に
は
、

　
　
其
於
二
等
以
上
尊
長
。
及
外
祖
父
母
。
夫
。
夫
之
父
母
。
犯
過
失
殺
傷
応
徒
。
（
中
略
）
亦
不
得
減
賎
。

と
あ
り
、
そ
の
疏
文
に
も
、

　
　
其
於
二
等
親
尊
長
及
外
祖
父
母
夫
夫
之
父
母
。
犯
過
失
殺
及
傷
。
応
合
徒
者
。
（
中
略
）
並
亦
不
得
減
購
。

と
あ
る
。
こ
の
名
例
律
瞭
条
か
ら
養
老
律
に
お
い
て
は
、
夫
を
過
失
殺
傷
せ
る
罪
が
規
定
さ
れ
、
し
か
も
そ
の
罪
は
徒
罪
に
な
る
場
合
の

あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
然
り
と
す
れ
ば
、
そ
の
規
定
は
唐
律
と
の
対
比
か
ら
、
前
掲
闘
訟
律
妻
殴
夫
条
に
存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　
㈲
　
闘
訟
律
署
祖
父
母
父
母
条

　
「
律
逸
文
」
（
一
三
九
頁
）
に
よ
れ
ば
、
闘
訟
律
署
祖
父
母
父
母
条
は
、
次
の
如
く
復
原
さ
れ
て
い
る
。

　
　
凡
補
署
祖
父
母
父
母
者
。
徒
三
年
。
殴
祖
父
母
父
母
者
皆
斬
勤
軽
瀕
抄
過
失
殺
者
。
流
三
千
里
。
勧
唐
（
以
下
略
）

　
と
こ
ろ
で
、
佐
藤
進
一
博
士
は
「
律
逸
拾
遺
」
（
『
史
学
雑
誌
』
第
五
八
巻
第
四
号
）
に
お
い
て
、
本
条
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
い
わ
れ
て
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い
る
。

　
　
祖
父
母
父
母
過
失
殺
の
罪
に
関
す
る
日
本
律
の
規
定
は
従
来
知
ら
れ
て
ゐ
な
い
が
、
宮
内
庁
図
書
寮
所
蔵
「
赦
雑
々
、
五
流
之
事
、

　
　
五
刑
之
事
」
と
題
す
る
写
本
の
「
子
孫
犯
過
失
流
」
の
条
下
に
「
耳
目
所
不
及
、
思
慮
所
不
到
之
類
、
殺
祖
父
母
者
流
」
と
記
さ
れ

　
　
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
ま
さ
し
く
唐
律
の
「
過
失
殺
流
三
千
里
」
に
相
当
す
る
規
定
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
養
老
律
に
「
過
失
殺
者

　
　
流
（
恐
ら
く
遠
流
）
」
と
あ
っ
た
こ
と
充
分
推
測
さ
れ
る
。

　
右
の
佐
藤
博
士
の
復
原
は
正
鵠
を
得
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
今
更
そ
れ
に
付
け
加
え
る
べ
き
も
の
も
な
い
が
、
た
だ
右
の
復
原
の
典
拠

と
な
っ
た
図
書
寮
所
蔵
の
古
写
本
（
近
世
後
期
の
写
本
と
さ
れ
て
い
る
）
に
見
え
る
「
耳
目
所
不
及
云
々
」
の
文
は
、
養
老
名
例
律
瞭
条
の

「
子
孫
犯
過
矢
流
」
の
疏
（
大
系
本
『
律
』
七
頁
）
に
、

　
　
謂
。
耳
目
所
不
及
。
思
慮
所
不
到
之
類
。
而
殺
祖
父
母
父
母
者
。

と
み
え
て
い
る
文
を
引
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
右
の
名
例
律
疏
に
は
、
前
掲
古
写
本
に
は
み
え
な
い
「
父
母
」
の
二
字
が
存
す

る
。
し
た
が
っ
て
、
祖
父
母
父
母
過
失
殺
罪
の
復
原
の
考
拠
史
料
と
し
て
は
、
こ
の
名
例
律
疏
の
方
が
よ
り
適
当
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
、
唐
闘
訟
律
本
条
に
は
、
「
律
逸
文
」
に
は
脱
落
し
て
い
る
が
、
前
掲
文
に
続
い
て
、

　
　
傷
者
。
徒
三
年
。

と
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
同
じ
く
名
例
律
蹟
条
（
大
系
本
『
律
』
七
、
八
頁
）
に
は
、

　
　
其
於
二
等
以
上
尊
長
。
及
外
祖
父
母
。
夫
。
夫
之
祖
父
母
。
犯
過
失
殺
傷
応
徒
。

と
あ
っ
て
、
そ
の
疏
文
に
は
、

　
　
過
失
殺
祖
父
母
父
母
。
已
入
五
流
。
若
傷
即
合
徒
罪
。
故
云
二
等
以
上
。
其
二
等
親
尊
長
及
外
祖
父
母
夫
夫
之
父
母
。
犯
過
失
殺
及
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傷
。
応
合
徒
者
。

と
あ
る
。
右
の
疏
文
中
の
「
若
傷
即
合
徒
罪
」
と
は
、
祖
父
母
父
母
を
過
失
傷
し
た
場
合
、
そ
れ
は
徒
罪
に
当
る
こ
と
を
い
っ
た
も
の
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
養
老
律
に
お
い
て
も
、
前
掲
唐
律
の
「
傷
者
。
徒
三
年
。
」
に
相
当
す
る
文
が
あ
り
、
「
傷
者
。
徒
口
U
」
は
復
原

可
能
で
あ
ろ
う
。

　
⑥
　
闘
訟
律
妻
妾
署
夫
之
祖
父
母
父
母
条

　
「
律
逸
文
」
（
一
三
九
頁
）
に
よ
れ
ば
、
闘
訟
律
妻
妾
署
夫
之
祖
父
母
父
母
条
は
、
次
の
如
く
復
原
さ
れ
て
い
る
。

　
　
凡
補
妻
妾
署
夫
〔
之
祖
父
母
帥
○
懲
父
母
者
。
徒
三
年
。
蜀
擁
須
舅
姑
告
乃
坐
。
殴
者
絞
。
傷
者
皆
斬
。
過
失
殺
者
。
徒
三
年
。
傷
者
徒

　
　
二
年
半
。
（
以
下
略
）
齢
唐

　
右
の
注
文
「
須
舅
姑
告
乃
坐
。
」
は
、
利
光
三
津
夫
博
士
が
戸
令
集
解
か
ら
拾
わ
れ
（
『
律
の
研
究
』
一
八
三
頁
）
、
ま
た
、
川
北
靖
之
氏
は

式
目
抄
か
ら
、
妻
妾
が
夫
の
祖
父
母
父
母
を
署
っ
た
罪
を
徒
一
年
、
殴
っ
た
罪
を
徒
三
年
に
推
断
さ
れ
て
い
る
（
「
律
逸
文
考
」
『
皇
学
館
論

叢
』
第
四
巻
第
六
号
）
。

　
と
こ
ろ
で
、
前
述
の
闘
訟
律
署
祖
父
母
父
母
条
に
掲
げ
た
名
例
律
瞭
条
の
疏
文
を
、
再
び
右
に
あ
げ
る
な
ら
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
其
二
等
親
尊
長
及
外
祖
父
母
夫
夫
之
父
母
。
犯
過
失
殺
及
傷
。
応
合
徒
者
。

　
右
か
ら
、
妻
妾
が
夫
の
父
母
を
過
失
殺
傷
せ
る
罪
は
、
徒
罪
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
夫
の
祖
父
母
は
夫
の
父
母
と
同
等
に
扱
わ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
前
掲
闘
訟
律
本
条
の
唐
律
を
以
っ
て
補
わ
れ
た
部
分
、
す
な
わ
ち
「
過
失
殺
者
。
徒
三
年
。
傷
者
徒
二
年
半
」

は
、
養
老
律
に
お
い
て
も
、
何
等
か
減
じ
て
継
受
さ
れ
、
「
過
失
殺
者
。
徒
口
U
。
傷
者
徒
ロ
ロ
」
と
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

　
⑥
　
闘
訟
律
妻
妾
殴
署
故
夫
之
祖
父
母
父
母
条
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次
に
掲
げ
る
唐
闘
訟
律
妻
妾
殴
署
故
夫
之
祖
父
母
父
母
条
に
相
当
す
る
日
本
律
は
、
ま
だ
そ
の
断
片
す
ら
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　
諸
妻
妾
殴
署
故
夫
之
祖
父
母
父
母
者
。
各
減
殴
署
舅
姑
二
等
。
折
傷
者
。
加
役
流
。
死
者
斬
。
過
失
殺
傷
者
。
依
凡
論
。
（
以
下
略
）

　
と
こ
ろ
で
、
賊
盗
律
故
夫
条
（
大
系
本
『
律
』
五
八
頁
）
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
母
×
父
母
）

　
　
凡
妻
妾
謀
殺
故
夫
之
祖
父
々
母
々
者
。
徒
三
年
。
已
傷
者
遠
流
。
已
殺
者
皆
斬
。
家
人
奴
蝉
。
謀
殺
旧
主
者
。
罪
亦
同
。
故
夫
。
謂
。

　
　
夫
亡
改
嫁
。
旧
主
。
謂
。
主
放
為
良
者
。
余
条
故
夫
旧
主
准
此
澄

と
あ
り
、
右
の
「
余
条
故
夫
旧
主
准
此
」
の
疏
文
に
賠

　
　
謂
。
殴
署
告
言
之
類
。
当
条
無
文
者
。
並
准
此
Q

と
あ
る
。
故
夫
之
祖
父
母
父
母
、
お
よ
び
旧
主
を
告
言
す
る
罪
の
規
定
は
、
唐
律
に
は
存
在
し
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
を
殴
署
す

る
罪
の
規
定
は
、
共
に
唐
律
に
存
在
し
、
か
つ
旧
主
を
殴
署
す
る
罪
の
規
定
は
養
老
律
に
も
存
在
す
る
か
ら
（
「
律
逸
文
」
一
四
〇
頁
）
、
故

夫
之
祖
父
母
父
母
を
殴
署
す
る
罪
は
、
前
掲
賊
盗
律
疏
か
ら
養
老
律
に
規
定
さ
れ
て
い
た
と
推
測
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
皿
田
　
闘
訟
律
家
人
奴
碑
署
旧
主
条

　
「
律
逸
文
」
（
一
四
〇
頁
）
に
よ
れ
ば
、
闘
訟
律
家
人
奴
痺
署
旧
主
条
は
、
次
の
如
く
復
原
さ
れ
て
い
る
。

　
　
〔
凡
家
人
奴
稗
署
旧
主
者
。
徒
一
年
半
。
殴
者
徒
三
年
。
如
轡
傷
者
絞
。
殺
者
皆
斬
。
過
失
殺
傷
者
。
依
凡
論
。
即
旧
主
殴
旧
部
曲

　
　
奴
蝉
。
折
傷
以
上
。
部
曲
減
凡
人
二
等
。
奴
碑
又
減
二
等
。
過
失
殺
者
。
各
勿
論
。
齢
唐

　
と
こ
ろ
で
、
名
例
律
除
名
条
の
疏
文
（
大
系
本
『
律
』
一
二
頁
）
に
は
、

　
　
其
故
殺
旧
家
人
奴
埠
経
放
為
良
。
本
条
難
不
至
死
。
亦
同
故
殺
之
例
。

と
あ
っ
て
、
旧
主
が
旧
家
人
奴
蝉
を
故
殺
し
た
場
合
は
、
旧
主
は
死
罪
に
は
な
ら
な
い
が
、
除
名
の
対
象
に
な
る
こ
と
を
規
定
し
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
前
掲
闘
訟
律
家
人
奴
埠
署
旧
主
条
の
後
段
、
「
即
」
以
下
の
唐
律
に
相
当
す
る
日
本
律
は
存
在
し
た
と
い
え
よ
う
。
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す
な
わ
ち
、
旧
主
が
旧
家
人
奴
岬
を
故
殺
し
て
も
、
死
に
至
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
凡
人
を
故
殺
し
た
場
合
は
、
そ
の
罪
、
斬
に
当
る

か
ら
、
そ
れ
か
ら
何
等
か
減
じ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
恐
ら
く
唐
律
の
如
く
、
旧
主
か
旧
家
人
奴
碑
を
殴
っ
て
、
折
傷
以
上
の
罪
を
犯
し

た
場
合
、
凡
人
か
ら
数
等
減
じ
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
⑥
　
詐
偽
律
父
母
死
応
解
官
条

　
利
光
三
津
夫
博
士
の
『
律
の
研
究
』
（
一
八
九
頁
）
に
よ
れ
ば
、
詐
偽
律
父
母
死
応
解
官
条
は
、
次
の
如
く
復
原
さ
れ
て
い
る
。

　
　
凡
父
母
死
応
解
官
、
詐
言
（
明
文
抄
）
余
（
唐
律
）
喪
不
解
者
（
明
文
抄
）
、
徒
一
年
（
仮
寧
令
集
解
）
、
若
詐
称
祖
父
母
父
母
及
（
雛
館
縫
巖
励
）

　
　
夫
（
唐
律
）
死
、
以
求
仮
、
及
有
所
避
者
、
徒
一
年
半
（
雛
鰭
鯉
獺
秘
）

　
ま
た
、
唐
詐
偽
律
本
条
を
み
る
と
、
右
の
養
老
律
に
相
当
す
る
文
の
下
に
続
け
て
、
次
の
文
が
存
す
る
。

　
　
伯
叔
父
母
姑
兄
姉
。
徒
一
年
。
余
親
減
一
年
。
若
先
死
詐
称
始
死
及
患
者
。
各
減
三
等
。

　
と
こ
ろ
で
、
八
虐
不
孝
条
の
疏
文
（
大
系
本
『
律
』
四
頁
）
に
は
、

　
　
其
詐
称
祖
父
母
父
母
死
。
謂
。
祖
父
母
父
母
見
在
。
而
詐
称
死
者
。
若
先
死
。
而
詐
称
始
死
者
非
。

と
あ
っ
て
、
右
の
「
若
先
死
。
而
詐
称
始
死
者
」
は
、
前
掲
唐
詐
偽
律
の
「
若
先
死
詐
称
始
死
及
患
者
」
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
祖
父
母
父
母
が
す
で
に
死
ん
で
い
る
の
に
、
今
始
め
て
死
ん
だ
と
偽
っ
て
、
仮
を
求
め
た
り
、
避
く
る
所
が
あ
っ
た
場
合
は
、
祖

父
母
父
母
が
現
存
し
て
い
る
の
に
、
死
ん
だ
と
偽
っ
て
、
仮
を
求
め
た
り
、
避
く
る
所
が
あ
っ
た
場
合
よ
り
何
等
か
減
じ
て
罰
せ
ら
れ
る

規
定
が
存
在
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
若
先
死
詐
称
始
死
者
。
減
□
等
」
な
る
規
定
が
養
老
詐
偽
律
父
母
死
応
解
官
条
に

存
在
し
た
こ
と
は
、
ほ
ぼ
疑
い
な
い
。
な
お
、
前
掲
名
例
律
に
「
詐
称
祖
父
母
父
母
死
」
と
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
詐
偽
律
本
条
の
「
詐

称
祖
父
母
父
母
死
」
が
法
曹
至
要
抄
な
ど
に
よ
っ
て
復
原
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
復
原
を
傍
証
す
る
史
料
と
し
て
指
摘
し
得
よ
う
。
ま

た
、
前
掲
名
例
律
疏
の
「
謂
。
祖
父
母
父
母
見
在
。
而
詐
称
死
者
。
」
と
い
う
文
と
唐
詐
偽
律
疏
の
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も
　
　
も
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
し
　
　
し
　
　
ヤ

　
　
若
祖
父
母
父
母
及
夫
見
存
。
或
称
死
求
仮
。
及
有
所
避
。
而
詐
妄
称
死
者
。
各
徒
三
年
。

と
い
う
文
と
を
比
較
す
る
な
ら
ば
、
両
者
に
類
似
の
語
が
散
見
さ
れ
る
（
傍
点
の
部
分
）
。
し
た
が
っ
て
、
右
の
唐
律
疏
に
相
当
す
る
疏
文

が
、
養
老
詐
偽
律
本
条
に
も
存
在
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
よ
う
。

　
⑨
　
捕
亡
律
捕
罪
人
漏
露
其
事
条

　
次
に
掲
げ
る
唐
捕
亡
律
捕
罪
人
漏
露
其
事
条
に
相
当
す
る
日
本
律
は
、
ま
だ
そ
の
断
片
す
ら
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　
諸
捕
罪
人
。
有
漏
露
其
事
。
令
得
逃
亡
者
。
減
罪
人
罪
一
等
。
罪
人
有
数
罪
。
但
以
所
収
捕
罪
為
坐
。
未
断
之
間
。
能
自
捕
得
。
除
其
罪
。

　
　
相
容
隠
者
為
捕
得
亦
同
。
（
以
下
略
）

　
と
こ
ろ
で
、
政
事
要
略
所
引
の
名
例
律
相
隠
条
（
大
系
本
『
律
』
一
〇
三
頁
）
に
は
、

　
　
凡
補
同
居
。
若
三
等
以
上
親
。
及
外
祖
父
母
。
外
孫
。
若
孫
之
婦
。
夫
之
兄
弟
。
及
兄
弟
妻
。
有
罪
。
相
為
隠
。
家
人
奴
碑
為
主

　
　
隠
。
皆
勿
論
。
即
漏
露
其
事
。
及
摘
語
消
息
。
亦
不
坐
。
其
四
等
以
下
親
相
隠
。
減
凡
人
三
等
。
若
犯
謀
叛
以
上
者
。
不
用
此
律
。

と
あ
り
、
右
の
「
即
漏
露
其
事
。
及
摘
語
消
息
。
亦
不
坐
。
」
の
疏
文
に
は
、

　
　
仮
有
。
鋳
銭
及
盗
□
之
類
。
事
須
掩
摂
追
収
。
遂
漏
露
其
事
。
及
報
罪
人
所
掩
摂
之
事
。
令
得
隠
避
逃
亡
。
為
通
相
隠
故
。
亦
不
坐
。

と
あ
り
、
ま
た
「
其
四
等
以
下
親
相
隠
。
減
凡
人
三
等
。
」
の
疏
文
に
は
、

　
　
四
等
五
等
親
。
仮
有
。
死
罪
隠
蔵
。
拠
凡
人
唯
減
一
等
。
四
等
五
等
親
。
又
減
凡
人
三
等
。
猶
徒
二
年
。
漏
露
其
事
。
及
摘
語
消

　
　
息
。
亦
依
減
例
。
但
以
律
文
貴
省
故
。
不
煩
言
。

と
あ
る
。
右
の
条
文
の
意
は
、
同
居
、
も
し
く
は
三
等
以
上
の
親
な
ど
の
、
上
記
特
定
の
親
族
の
為
に
、
ま
た
家
人
奴
脾
が
自
ら
の
主
の
為

に
、
そ
の
親
族
お
よ
び
主
の
罪
を
隠
し
、
そ
の
追
捕
の
情
報
を
そ
れ
ら
の
罪
人
に
告
げ
て
も
、
蔵
匿
の
罪
や
漏
露
の
罪
に
は
な
ら
ず
、
さ
ら

に
四
等
親
、
五
等
親
の
場
合
は
、
蔵
匿
の
罪
、
お
よ
び
漏
露
の
罪
は
、
夫
々
凡
人
の
罪
か
ら
三
等
を
減
じ
て
罰
せ
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
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る
。
以
上
か
ら
、
「
漏
露
其
事
」
を
罰
す
る
一
般
的
規
定
が
他
に
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
然
り
と
す
れ
ば
、
そ
の
規
定
は
前
掲
唐
捕

亡
律
罪
人
漏
露
其
事
条
に
相
当
す
る
条
文
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
捕
亡
律
本
条
は
養
老
律
に
確
実
に
存
在
し
、
唐
律
本

条
冒
頭
の
「
捕
罪
人
。
有
漏
露
其
事
。
令
得
逃
亡
者
。
」
な
る
文
は
、
名
例
律
相
隠
条
の
疏
文
か
ら
意
を
以
っ
て
復
原
し
得
る
で
あ
ろ
う
。

　
1
0
　
断
獄
律
監
臨
因
公
事
揺
条

　
次
に
掲
げ
る
唐
断
獄
律
監
臨
因
公
事
挺
条
に
相
当
す
る
日
本
律
は
、
ま
だ
そ
の
断
片
す
ら
発
見
さ
れ
て
い
な
い
が
、
私
は
前
稿
「
律
条

拾
穂
」
（
『
国
学
院
法
学
』
第
一
〇
巻
第
三
号
）
に
お
い
て
、
今
昔
物
語
に
現
れ
た
説
話
か
ら
、
そ
の
存
在
の
可
能
性
を
推
測
し
た
。

　
　
諸
監
臨
之
官
。
因
公
事
自
以
杖
撞
人
致
死
。
及
恐
迫
人
致
死
者
。
各
従
過
失
殺
人
法
。
（
中
略
）
錐
是
監
臨
主
司
。
於
法
不
合
行
罰
。

　
　
及
前
人
不
合
撞
拷
而
撞
拷
者
。
以
闘
殺
傷
論
。
至
死
者
加
役
流
。
即
用
刃
者
。
各
従
闘
殺
傷
法
。

　
そ
の
後
、
「
律
逸
文
」
（
一
七
八
頁
）
を
み
る
に
、
断
獄
律
婦
人
懐
孕
拷
決
条
は
、
次
の
如
く
復
原
さ
れ
て
い
る
。

　
　
凡
補
婦
人
懐
孕
。
犯
罪
応
拷
及
決
杖
答
。
若
未
産
而
拷
決
者
。
杖
八
十
。
傷
重
者
。
依
前
人
不
合
撞
拷
法
。
産
後
未
満
百
日
而
拷
決

　
　
者
減
二
等
。
失
者
各
減
二
等
。
蜀
難
擁

　
右
文
中
の
「
依
前
人
不
合
撞
拷
法
」
の
「
不
合
」
は
、
『
律
逸
』
が
唐
律
に
拠
っ
て
補
っ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
に
「
前

人
控
拷
法
」
と
あ
る
以
上
、
前
掲
唐
断
獄
律
監
臨
因
公
事
控
条
に
相
当
す
る
条
文
が
、
養
老
律
に
存
在
し
た
こ
と
確
実
で
あ
る
。
ま
た
、

前
掲
唐
律
本
条
の
「
前
人
不
合
撞
拷
而
撞
拷
者
」
な
る
文
は
、
意
を
以
っ
て
補
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。

三
　
刷
定
そ
の
他

（1）

　
　
　
　
　
1

名
例
律
反
坐
罪
之
坐
之
条
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「
律
逸
文
」
（
一
〇
五
頁
）
に
よ
れ
ば
、
名
例
律
反
坐
罪
之
条
は
、
次
の
如
く
復
原
さ
れ
て
い
る
。

　
　
凡
補
称
反
坐
。
及
坐
之
。
与
同
罪
者
。
止
坐
其
罪
。
掬
賠
轄
甦
鞭
死
者
止
絞
而
已
。
削
唐
〔
称
准
柾
法
論
。
准
盗
論
之
類
。
罪
止
遠
流
。

　
　
但
准
其
罪
。
動
轍
事
〕
並
不
在
除
免
倍
賊
加
役
流
之
例
。
珈
轍
囎
唖
霧
撒
〕
〔
称
以
柾
法
論
。
蜘
轍
事
〕
及
以
盗
論
。
律○
唐
〔
之
類
。
皆
与
真
犯

　
　
同
。
略
o
驚
要
〕

　
そ
の
後
、
佐
藤
進
一
博
士
は
後
愚
昧
記
か
ら
「
以
盗
論
」
を
拾
わ
れ
た
（
前
掲
「
律
逸
拾
遺
」
）
。

　
と
こ
ろ
で
、
賊
盗
律
略
奴
脾
条
の
疏
文
（
大
系
本
『
律
』
七
五
頁
）
に
、

　
　
計
舷
准
盗
論
。
並
不
在
除
免
倍
賊
加
役
流
之
例
。

と
あ
り
、
政
事
要
略
（
八
四
）
所
引
の
名
例
律
自
首
条
の
疏
文
（
大
系
本
『
律
』
九
九
頁
）
に
も
、

　
　
称
罪
之
者
。
不
在
除
免
倍
賊
加
役
流
之
例
也
。

と
あ
る
。
右
の
「
罪
之
」
は
、
律
文
の
「
坐
之
」
と
同
義
語
で
あ
る
。
（
当
時
、
「
坐
」
を
「
ツ
、
、
・
」
と
訓
ん
で
い
た
が
故
に
、
「
罪
」
の
字
を
あ
て

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
）
ま
た
、
佐
藤
博
士
の
指
摘
さ
れ
た
後
愚
昧
記
か
ら
も
、
同
様
に
、

　
　
称
准
盗
論
之
類
。
罪
止
遠
流
。
但
准
其
罪
。
並
不
在
除
免
倍
賊
加
役
流
之
例
。

と
い
う
文
が
み
え
る
。

　
次
に
、
右
の
個
所
を
唐
律
に
引
き
あ
て
て
み
る
と
、
す
で
に
『
律
逸
』
が

　
　
按
触
加
之
間
、
唐
律
有
監
主
加
罪
四
字
。

と
い
っ
て
い
る
よ
う
に
、
唐
律
で
は
「
倍
賊
」
の
下
に
「
監
主
加
罪
」
の
語
が
入
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
前
記
諸
本
が
転
写
の
際
に
誤
ま
っ

て
脱
落
し
た
も
の
で
は
な
く
、
養
老
律
原
本
に
元
来
存
在
し
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
我
が
養
老
律
編
纂
者
は
、
唐
律

本
条
を
継
受
す
る
際
に
、
監
臨
主
守
加
罪
の
規
定
を
意
識
的
に
削
除
し
た
の
で
あ
る
。
す
で
に
、
利
光
三
津
夫
博
士
が
指
摘
さ
れ
た
賊
盗
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律
監
臨
主
守
自
盗
条
が
養
老
律
に
存
在
し
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
（
『
律
令
お
よ
び
令
制
の
研
究
』
三
〇
頁
）
も
、
右
の
一
例
で
あ
ろ
う
。
し
た

が
っ
て
、
盗
罪
以
外
の
監
守
加
罪
の
規
定
、
た
と
え
ば
、
唐
雑
律
に
み
え
る
監
臨
主
守
姦
罪
が
凡
姦
罪
に
一
等
加
罪
さ
れ
る
と
い
う
規
定

も
、
養
老
律
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
可
能
性
が
大
で
あ
ろ
う
。

　
の
　
雑
律
私
鋳
銭
条

　
す
で
に
、
前
稿
「
律
条
拾
穂
」
に
お
い
て
、
養
老
雑
律
私
鋳
銭
条
が
確
実
に
存
在
し
た
こ
と
を
述
べ
た
が
、
さ
ら
に
次
に
掲
げ
る
養
老

律
逸
文
に
よ
っ
て
、
同
条
が
存
在
し
た
こ
と
は
、
更
に
明
白
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
　
仮
有
。
鋳
銭
及
盗
□
之
類
。
事
須
掩
摂
追
収
。
（
政
事
要
略
所
引
の
名
例
律
相
隠
条
疏
。
大
系
本
『
律
』
一
〇
三
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
　
離
其
事
者
。
謂
。
告
人
盗
馬
。
検
得
鋳
銭
之
属
。
是
離
其
事
。
（
政
事
要
略
所
引
の
闘
訟
律
告
小
事
条
疏
。
大
系
本
『
律
』
一
四
二
頁
）

　
⑥
　
捕
亡
律
罪
人
持
杖
拒
桿
条

　
「
律
逸
文
」
（
一
六
七
頁
）
に
よ
れ
ば
、
捕
亡
律
罪
人
持
杖
拒
桿
条
は
、
次
の
如
く
復
原
さ
れ
て
い
ゐ
。

　
　
凡
補
捕
罪
人
而
罪
人
持
杖
拒
桿
。
其
捕
者
格
殺
之
。
逃
走
逐
而
殺
。
動
難
糖
走
者
持
侯
空
手
等
。
勧
唐
若
迫
窓
而
自
殺
者
。
皆
勿
論
。
（
中

　
　
略
）
罪
人
本
犯
応
死
。
而
殺
者
遠
流
。
即
拒
殴
捕
者
。
加
罪
一
等
。
傷
者
加
闘
傷
二
等
。
殺
者
斬
。
酌
魏
楯

　
右
文
中
の
「
逃
走
逐
而
殺
」
の
「
逃
」
は
、
法
曹
至
要
抄
で
は
「
及
」
に
作
っ
て
い
る
が
、
唐
律
に
よ
っ
て
『
律
逸
』
が
「
逃
」
に
訂

正
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
唐
律
諸
本
に
お
い
て
は
、
こ
の
個
所
に
異
同
が
あ
り
、
物
観
本
、
官
版
、
万
有
文
庫
が
「
逃
」
に
作
る

が
、
岱
南
閣
本
、
湧
慧
斎
本
、
四
部
叢
刊
本
な
ど
は
皆
「
及
」
に
作
っ
て
い
る
（
唐
律
研
究
会
「
唐
律
疏
議
校
勘
表
」
）
。
ま
た
、
唐
律
疏
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
其
捕
者
以
其
拒
桿
。
因
而
格
殺
之
。
及
罪
人
逃
走
。
捕
者
逐
而
殺
之
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

と
あ
っ
て
、
「
及
」
の
字
が
あ
り
、
文
章
構
造
上
か
ら
も
、
「
凡
…
…
及
…
…
若
…
…
皆
勿
論
」
と
あ
っ
た
方
が
良
い
か
ら
、
こ
こ
は
法
曹

至
要
抄
の
原
文
通
り
に
「
及
」
を
と
っ
た
方
が
適
当
か
と
思
わ
れ
る
。
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次
に
、
「
即
拒
殴
捕
者
。
加
罪
一
等
。
」
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
法
曹
至
要
抄
の
一
本
に
は
「
加
」
の
下
に
「
本
」
の
字
が
あ
り
、
ま
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

唐
律
諸
本
に
も
す
べ
て
「
本
」
の
字
が
あ
り
、
「
本
罪
」
と
あ
っ
た
方
が
意
味
が
よ
く
通
ず
る
か
ら
、
「
加
」
の
下
に
「
本
」
の
字
を
補
う

べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
㈲
　
捕
亡
律
傍
人
捕
繋
条

　
「
律
逸
文
」
（
一
六
七
、
一
六
八
頁
）
に
よ
れ
ば
、
捕
亡
律
傍
人
捕
繋
条
は
、
次
の
如
く
復
原
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
繋
）

　
　
凡
補
被
人
殴
撃
。
折
傷
以
上
。
若
盗
及
強
姦
。
錐
傍
人
。
皆
得
捕
繋
以
送
官
司
。
鯉
礪
醒
要
抄
（
中
略
）
若
余
犯
不
言
請
。
而
藪
捕
撃

　
　
者
。
筈
三
十
。
殺
傷
人
者
。
以
故
殺
傷
論
。
本
犯
応
死
而
殺
者
。
遠
流
。
酌
難
糖

　
右
の
復
原
は
、
『
律
逸
』
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
末
尾
の
法
曹
至
要
抄
所
引
の
「
遠
流
」
は
「
加
役
流
」
に
訂
正
さ
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
2

　
次
に
列
挙
せ
る
律
逸
文
は
、
現
在
伝
存
す
る
養
老
律
、
所
謂
「
律
疏
残
篇
」
か
ら
拾
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
律
文
は
す
べ
て
先
学
に

よ
っ
て
、
す
で
に
他
史
料
か
ら
復
原
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
養
老
律
疏
そ
の
も
の
に
見
え
る
律
逸
文
は
、
そ
の
断
片
と
難

も
、
史
料
的
価
値
に
お
い
て
他
の
す
べ
て
に
優
る
も
の
を
有
す
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
す
で
に
復
原
さ
れ
て
い
る
律
文
が
、
そ
れ
に
よ

っ
て
養
老
律
で
あ
る
こ
と
を
傍
証
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
、
管
見
に
ふ
れ
た
も
の
を
左
に
指
摘
す
る
こ
と
と
し
た
。
（
た
だ
し
、
本
稿

の
一
の
③
お
よ
び
二
の
四
㈹
に
お
い
て
随
時
言
及
し
た
も
の
は
、
こ
れ
を
除
い
た
。
）

　
㎝
〕
名
例
律
以
賊
入
罪
条

　
最
近
、
川
北
靖
之
氏
は
「
律
逸
補
遺
」
に
お
い
て
、
名
例
律
以
賊
入
罪
条
の
一
部
を
復
原
さ
れ
た
。
同
氏
の
復
原
さ
れ
た
個
所
は
、
「
已

費
用
者
。
死
及
配
流
勿
徴
。
」
の
疏
文
、
す
な
わ
ち
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壼
塁
記
会
恩
者
。
同
免
例
。
（
公
式
令
集
解
）

と
い
う
部
分
で
あ
る
。

　
右
の
部
分
は
、
職
制
律
貸
所
監
臨
財
物
条
の
疏
文
（
大
系
本
『
律
』
五
一
頁
）
か
ら
も
、
推
測
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

そ
の
疏
文
に
は
、

　
　
若
取
受
之
賊
。
悔
過
伽
減
三
等
。
恩
前
費
用
。
准
法
不
徴
。

と
あ
っ
て
、
今
、
右
の
個
所
を
唐
律
疏
に
引
ぎ
あ
て
て
み
る
と
、
「
悔
過
」
の
下
に
「
還
主
」
の
二
字
が
あ
る
以
外
は
、
全
く
同
文
で
あ

る
。
次
に
、
右
の
「
准
法
不
徴
」
の
「
法
」
と
は
何
か
と
い
う
に
、
こ
れ
は
左
に
掲
げ
る
唐
名
例
律
以
賊
入
罪
条
疏
の
傍
線
の
部
分
を
指

す
こ
と
明
白
で
あ
る
。

　
　
若
未
経
奏
豊
。
会
赦
免
流
死
者
。
徴
舷
如
法
。
董
詫
会
恩
。
即
同
免
例
。

　
以
上
か
ら
、
川
北
氏
の
復
原
の
正
し
い
こ
と
が
傍
証
さ
れ
よ
う
。

　
の
　
名
例
律
平
鍼
条

　
「
律
逸
文
」
（
九
七
頁
）
に
よ
れ
ば
、
名
例
律
平
賊
条
は
、
次
の
如
く
復
原
さ
れ
て
い
る
。

　
　
凡
補
平
賊
者
。
拠
犯
処
当
時
物
価
及
上
布
佑
酌
骸
糟
瀬
林
（
中
略
）
平
功
庸
者
。
計
一
人
一
日
。
為
布
二
尺
六
寸
。
瓠
縮
購
牛
馬
駝
騒
騒
車

　
　
亦
同
。
其
船
及
畷
榿
邸
店
之
類
。
亦
依
犯
時
賃
直
。
庸
賃
錐
多
。
各
不
得
過
其
本
価
。
葡
唐

　
と
こ
ろ
で
、
職
制
律
監
臨
官
私
役
使
所
監
臨
条
の
疏
文
（
大
系
本
『
律
』
五
二
頁
）
に
は
、

　
　
謂
。
監
臨
之
官
。
私
役
使
所
部
之
人
。
及
従
所
部
借
奴
蝉
牛
馬
之
類
。
称
奴
埠
者
。
家
人
亦
同
。
各
計
庸
賃
。
人
畜
車
計
庸
。
船
以

　
　
下
准
賃
。
以
受
所
監
臨
財
物
論
。
強
者
加
二
等
。
其
借
使
人
功
。
計
庸
一
日
布
二
尺
六
寸
。
（
以
下
略
）

と
あ
っ
て
、
こ
こ
に
「
借
使
人
功
。
計
庸
一
日
布
二
尺
六
寸
」
と
あ
る
の
は
、
前
掲
名
例
律
平
鍼
条
の
「
平
功
庸
者
。
計
一
人
一
日
。
為
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布
二
尺
六
寸
」
と
あ
る
の
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
Q
ま
た
、
右
の
文
中
に
、
「
人
畜
車
計
庸
。
船
以
下
准
賃
。
」
と
あ
る
か
ら
に
は
、
前

掲
唐
名
例
律
平
賊
条
の
傍
線
の
部
分
に
相
当
す
る
養
老
律
の
本
文
が
あ
っ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
疑
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
右
文
中
の
「
船
以
下
」

と
は
、
職
制
律
本
条
の
本
文
に
、
「
船
畷
榿
邸
店
之
類
」
と
あ
る
か
ら
、
養
老
名
例
律
平
賊
条
の
本
文
は
、
断
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い

が
、
「
牛
馬
車
亦
同
。
其
船
及
罎
榿
邸
店
之
類
。
亦
依
犯
時
賃
直
。
」
に
近
似
の
文
で
は
な
か
っ
た
か
と
想
像
さ
れ
る
。

　
⑥
　
名
例
律
本
条
別
有
制
条

　
「
律
逸
文
」
（
一
〇
四
頁
）
に
よ
れ
ば
、
名
例
律
本
条
別
有
制
条
は
、
次
の
如
く
復
原
さ
れ
て
い
る
。

　
　
四
本
条
別
有
制
。
与
例
不
同
者
。
依
本
条
。
即
葡
唐
〔
当
条
錐
有
罪
名
。
所
為
重
者
。
自
従
重
。
却
輸
珊
脂
籟
治
〕
（
以
下
略
）

　
そ
の
後
、
佐
藤
進
一
博
士
は
「
律
逸
拾
遺
」
に
お
い
て
、
後
愚
昧
記
、
葉
黄
記
か
ら
、
右
の
「
本
条
別
有
制
。
与
例
不
同
者
。
依
本

条
。
即
」
を
、
ま
た
、
後
愚
昧
記
か
ら
、
右
の
「
当
条
難
有
罪
名
。
所
為
重
者
。
自
従
重
」
を
拾
わ
れ
た
。

　
し
か
し
、
右
の
個
所
は
賊
盗
律
の
疏
文
か
ら
も
復
原
さ
れ
よ
う
。
左
に
そ
れ
を
示
す
。

　
　
又
例
云
。
本
条
別
有
制
。
与
例
不
同
。
依
本
条
。
（
売
二
等
卑
幼
条
疏
。
大
系
本
『
律
』
七
六
頁
）

　
　
名
例
律
。
当
条
錐
有
罪
名
。
所
為
重
者
。
自
従
重
。
（
恐
喝
条
疏
。
大
系
本
『
律
』
七
一
頁
）

　
　
依
例
。
当
条
錐
有
罪
名
。
所
為
重
者
。
自
従
重
。
（
略
人
条
疏
。
大
系
本
『
律
』
七
五
頁
）

　
㈲
　
名
例
律
称
日
条

　
「
律
逸
文
」
（
一
〇
五
頁
）
に
よ
れ
ば
、
名
例
律
称
日
条
は
、
次
の
如
く
復
原
さ
れ
て
い
る
。

　
　
囚
称
日
者
。
以
百
刻
。
計
功
庸
者
。
従
朝
至
暮
。
（
中
略
）
勧
唐
〔
称
年
者
。
以
三
百
六
十
日
。
称
人
年
者
。
以
籍
為
定
。
㈹
識
〕
（
以
下

　
　
略
）

　
と
こ
ろ
で
、
次
に
掲
げ
る
名
例
律
叙
法
条
の
疏
文
（
大
系
本
『
律
』
一
四
、
一
五
頁
）
か
ら
も
、
右
の
「
称
年
者
Q
以
三
百
六
十
日
」
は
復
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原
さ
れ
よ
う
。

　
　
　
（
以
）

　
　
不
似
称
年
要
以
三
百
六
十
目
為
限
。

　
　
称
年
者
。
以
三
百
六
十
日
。

　
⑥
　
名
例
律
称
加
条

　
「
律
逸
文
」
（
一
〇
五
、
一
〇
六
頁
）
に
よ
れ
ば
、
名
例
律
称
加
条
は
、
次
の
如
く
復
原
さ
れ
て
い
る
。

　
　
凡
補
称
加
者
。
就
重
次
。
称
減
者
。
就
軽
次
。
唯
二
死
三
流
。
各
同
為
一
減
誕
中
抄
〔
加
者
。
数
満
乃
坐
。
（
中
略
）
紛
栖
善
（
以

　
　
下
略
）

　
と
こ
ろ
で
、
次
に
掲
げ
る
名
例
律
犯
徒
応
役
条
の
疏
文
（
大
系
本
『
律
』
二
〇
頁
）
か
ら
も
、
右
の
「
加
者
。
数
満
乃
坐
。
」
は
復
原
さ
れ

よ
う
o

　
　
律
云
。
加
者
。
数
満
乃
坐
。

　
⑥
　
戸
婚
律
嫁
聚
違
律
条

　
「
律
逸
文
」
（
一
二
〇
頁
）
に
よ
れ
ば
、
戸
婚
律
嫁
婆
違
律
条
は
、
次
の
如
く
復
原
さ
れ
て
い
る
。

　
　
凡
補
嫁
婆
違
律
。
祖
父
母
父
母
。
外
祖
父
母
主
婚
者
。
独
坐
主
婚
。
（
中
略
）
若
二
等
尊
長
主
婚
者
。
主
婚
為
首
。
男
女
為
従
。
余
親

　
　
主
婚
者
。
事
由
主
婚
。
々
々
為
首
。
男
女
為
従
。
事
由
男
女
。
々
々
為
首
。
主
婚
為
従
。
期
騨
令
其
男
女
被
逼
。
若
男
年
十
八
以
下
。

　
　
及
在
室
之
女
。
亦
主
婚
独
坐
。
未
成
者
。
各
減
已
成
五
等
。
媒
人
各
減
首
罪
二
等
。
鱒
唐

　
と
こ
ろ
で
、
八
虐
不
孝
条
の
疏
文
（
大
系
本
『
律
』
四
頁
）
に
は
、

　
　
居
父
母
喪
。
身
自
嫁
婆
。
皆
謂
。
首
従
得
罪
者
。
若
其
独
坐
主
婚
。
男
女
即
非
不
孝
。
所
以
称
身
自
嫁
婆
者
。
以
顕
主
婚
不
同
八
虐

　
　
故
也
。
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と
あ
っ
て
、
こ
こ
に
、
「
首
従
得
罪
者
」
と
は
、
前
掲
戸
婚
律
の
「
若
二
等
尊
長
者
。
」
か
ら
「
主
婚
為
従
。
」
ま
で
の
戸
令
集
解
の
文
を

う
け
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
独
坐
主
婚
」
は
、
同
じ
く
「
嫁
婆
違
律
。
祖
父
母
父
母
。
外
祖
父
母
主
婚
者
。
独
坐
主
婚
。
」
と
い
う
戸

令
集
解
の
文
を
う
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
戸
令
集
解
に
よ
る
『
律
逸
』
の
復
原
は
、
不
孝
条
疏
文
か
ら
も
一
応
傍
証
さ
れ

よ
う
。
た
だ
「
独
坐
主
婚
」
に
類
似
せ
る
「
主
婚
独
坐
」
な
る
諸
が
、
「
其
男
女
被
逼
」
以
下
、
唐
律
を
以
っ
て
補
わ
れ
て
い
る
文
に
見

え
る
か
ら
、
こ
の
個
所
に
相
当
す
る
文
も
養
老
律
に
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

　
G
り
　
闘
訟
律
殴
兄
姉
条

　
「
律
逸
文
」
（
一
三
八
頁
）
に
よ
れ
ぱ
、
闘
訟
律
殴
兄
姉
条
は
、
次
の
如
く
復
原
さ
れ
て
い
る
。

　
　
〔
凡
葡
擁
尼
〕
殴
兄
姉
者
。
徒
一
年
半
。
動
擁
〔
傷
者
徒
二
年
。
折
傷
者
近
流
。
刃
傷
及
折
支
。
若
曙
其
一
目
者
絞
。
死
者
皆
斬
。
署
者

　
　
杖
八
十
。
約
擁
尼
〕
（
以
下
略
）

　
右
か
ら
明
か
な
よ
う
に
、
法
曹
至
要
抄
か
ら
「
殴
兄
姉
者
。
徒
一
年
」
、
僧
尼
令
抄
か
ら
「
折
傷
者
近
流
」
が
す
で
に
復
原
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
の
部
分
は
次
に
掲
げ
る
闘
訟
律
闘
以
兵
刃
条
（
大
系
本
『
律
』
八
一
頁
）
か
ら
も
復
原
可
能
で
あ
る
。

　
　
殴
兄
姉
徒
一
年
半
。
折
傷
者
近
流
。

　
⑥
　
雑
律
故
焼
官
府
癖
舎
条

　
「
律
逸
文
」
（
一
六
三
頁
）
に
よ
れ
ば
、
雑
律
故
焼
官
府
癬
舎
条
は
、
次
の
如
く
復
原
さ
れ
て
い
る
。

　
　
凡
補
故
焼
官
府
解
舎
及
私
家
舎
宅
。
若
財
物
者
。
徒
三
年
。
舷
満
五
端
近
流
。
十
五
端
絞
。
殺
傷
人
者
。
以
故
殺
傷
論
酌
賠
糖

　
賊
盗
律
故
焼
人
舎
条
の
疏
文
（
大
系
本
『
律
』
七
〇
頁
）
に
も
、
次
に
掲
げ
る
如
く
、
右
の
条
文
の
一
部
が
み
え
て
い
る
。

　
　
依
雑
律
。
故
焼
人
舎
屋
。
徒
三
年
。

　
⑥
　
断
獄
律
入
人
罪
条
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「
律
逸
文
」
（
一
七
五
頁
以
下
）
に
よ
れ
ば
、
断
獄
律
入
人
罪
条
は
、
政
事
要
略
そ
の
他
か
ら
、
ほ
ぼ
そ
の
全
文
に
わ
た
っ
て
復
原
さ
れ
て

い
る
。
左
に
そ
の
一
部
を
示
す
。

　
　
即
断
罪
失
於
入
者
。
圏
減
三
等
。
代○
麩
鰭
蛭
纈
砂
姻
㌍
〔
失
於
出
者
。
各
減
五
等
。
若
未
決
放
。
及
放
而
還
獲
。
若
囚
自
死
。
各
聴
減
一

　
　
等
。
（
以
下
略
）
㈹
轍
傭
要

　
と
こ
ろ
で
、
名
例
律
一
人
兼
有
議
請
減
条
の
疏
文
（
大
系
本
『
律
』
九
頁
）
に
も
、
次
に
掲
げ
る
如
く
、
右
の
条
文
の
一
部
が
み
え
て
い

る
（
傍
線
の
部
分
）
。

　
　
判
官
故
出
人
罪
。
放
還
獲
減
一
等
。
（
中
略
）
失
出
減
判
官
之
罪
五
等
。

　
　
仮
由
。
判
官
断
罪
失
出
法
。
減
五
等
。
放
而
還
獲
者
。
又
減
一
等
。

　
　
　
（
附
記
）
　
本
稿
は
昭
和
四
十
七
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
の
交
付
を
う
け
た
総
合
研
究
㈹
「
日
本
律
令
の
研
究
」
の
一
部
を
成
す
も
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
る
。


